サステナビリティ委員会・サステナビリティフォーラム
2013年度第3回（通算第8回）議事録（案）

日　　時：
2013年10月16日（水）14:00～17:00
出 席 者：
堺主査、野口幹事（JCI）、天野委員（コンクリート製品協会）、木村委員（診断士会）

高橋委員（セメント協会）、高橋委員（フライアッシュ協会）、西村委員（化学混和剤協会）

事務局・井上氏
配付資料：
フォーラム8-1
サステナビリティフォーラム第6回議事録（案）
フォーラム8-2
ベンチマーク（評価指標）と将来（２）資源消費とCO2排出の低減（高橋茂）
フォーラム8-3
生物環境や地域環境の保全・向上への取組み（天野）
フォーラム8-4
社会資本の長寿命化（木村）

フォーラム8-5
ベンチマーク（評価指標）と将来（７）サステナブル技術の積極的な国際展開（高橋茂）
フォーラム8-6-1
サステナビリティ宣言（３）資源循環（今井）

フォーラム8-6-2
コンクリートマテリアルフロー（2010年度）（今井）

フォーラム8-7
サステナビリティ宣言（５）コミュニケーション（今井）

議事内容
１．前回議事録の確認
資料・フォーラム8-1を基に、前回議事録の確認がなされ、承認された。
２．コンクリート関連セクターの資源消費・CO2排出の低減（高橋茂）
資料・フォーラム 8-2を基に説明がなされた。追加した主な点は、化学混和剤を用いることによるCO2の削減効果（西村委員の提出資料をベースに作成）、グリーン購入法における品目（高橋委員（フライアッシュ協会）の提案をベースに作成）および｢2.将来（今後の課題）｣であり、以下の議論がなされた。
· P.6の(5.1)の｢AE減水剤コンクリート｣は｢AE減水剤を使用したコンクリート｣に修正する。｢高性能AE減水剤コンクリート｣も同様とする。
· P.8の表－1のエコセメントの判断基準は法令の記載内容であるが、誤解の無い様に記載内容を見直す。
· P.10の2.2に国際規格(ISO 133315-1および133315-2)[ Environmental management for concrete and concrete structures]を示し、コンクリートおよびコンクリート構造物の環境評価について触れる。また、P.11の図はこれらの規格に掲載されている図を参考に再検討する。
· P.11の図におけるコンクリート構造物(建築物)の供用時に伴う排出量に関しては、文献等を参考にし、具体的にどの程度の排出量となるか試算してみる。
· P.9の2.1の(1)におけるアルカリシリカ反応性の抑制効果のある高炉セメントおよびフライアッシュセメントについては、適用する種類を確認の上、追記する。
３. 生物環境・地域環境の保全・向上（天野）
資料・フォーラム 8-3を基に説明がなされ、以下の議論がなされた。
· P.3の3.（透水性・保水性）の3～4行目の「集中豪雨時の・・・抑制機能をもたせたものです。」の部分で、その効果についてやや疑問があるので、再度、確認する。
· P.3の3.（透水性・保水性）の｢保水性舗装の効果イメージ｣の図において｢基層アスコン｣となっているが、コンクリート舗装の図を探し、変更する。
· P.3の2.の③の漁礁の例として、フライアッシュコンクリートで製造したブロックの写真を高橋委員（フライアッシュ協会）が提供する。
· 前回（通算第7回）議事録の5.の3番目の項目については、具体的な内容が分からなかったため、記載しなかった。これで、承認した。
４．長寿命化（木村）

資料・フォーラム8-4を基に、社会資本の寿命の現状および将来の長寿命化の方向性について、修正原稿の説明がなされ、以下の議論がなされた。

· 劣化の原因が、「設計時の要求性能の設定が適切になされない場合（設計の問題）」と「施工上の問題から求められる性能の構造物が構築されない場合（施工の問題）」だけにあるというのではなく、現在の基準・規準は完全なものではなく不確定な要素を含んだ上で定められており、現在の技術も完璧なものではないという問題（技術の不完全さの問題）も加えて、具体例（笹子トンネルの天井崩落事故など）を交えて述べる必要がある。
· 3.2 人的面の①資格制度にある「同じ資格を有していてもその技量には大きな差がある」は削除する。
· 3.2 人的面の③コンクリート診断士の活用の第2段落は、「診断士を取り纏める組織として診断士会がある」程度の内容にする。
５．国際展開（高橋茂）

資料・フォーラム8-5を基に、サステナブル技術の国際展開（セメント産業）についての説明がなされ、以下の議論がなされた。

· セメント産業は、国内におけるセメント生産において、高度な廃熱利用や廃棄物利用を推し進めてきており、それらの技術に関して国外への情報発信を行うことで、他国のセメント生産技術の環境配慮技術への転換を図ろうとしている。

· 建設会社の保有する環境配慮に関する先端技術（建築物の省エネなど）についても、国際展開。
６．資源循環（今井）

資料・フォーラム8-6-1および8-6-2を基に、コンクリート関連セクターの資源循環についての確認がなされ、以下の議論がなされた。

· 既存ストックから廃棄物処理される量は、「2.331→2,331」千トンに修正する。

· 引用元として「石炭エネルギーセンター」を加える。

· 石炭灰に関しては、「セメント原料用（粘土代替）への依存度が高い」は「セメント原料としての利用割合が大きい」に修正するなど、全般的に客観的な書き方とする。
７．ステークホルダー（今井）

資料・フォーラム8-7を基に、ステークホルダーとの建設的なコミュニケーションについての確認がなされ、以下の議論がなされた。

· 取り組みにおいて、「注力します」「推進します」「図っていきます」などの表現は、再度、宣言するような表現になっており、「注力する必要があります」「推進する必要があります」「図っていくことが重要です」といった表現にする。

· 「重要な社会基盤でありながら、コンクリート構造物の寿命の長さと社会のニーズの将来変化を想定した対応が十分でなかったことも事実です。そこで今後は、社会との関わり、コミュニケーションを積極的に図ることが重要です。」は、「重要な社会基盤であるので、社会との関わり、コミュニケーションをより積極的に図ることが重要です。」と修正する。
８．今後の展開
今後、現段階までの取り纏めとして、冊子の作成およびHPでの情報発信を行ったうえで、フォーラムの活動を継続して発展させていくことを技術委員会に提案し、コンクリートセクターにおけるサステナビリティの普及・促進を継続的に図っていく。

フォーラムのメンバー拡充も図る。
９．次回会議
11月28日（木）13:00～17:00、終了後に忘年会
各委員は、報告書担当部分の最終形、および今後のフォーラムの展開方法の提案書を持ち寄る。
書式は、JCIの報告書の書式（Email添付）に従う。

文責：野口、高橋茂
